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印刷 西 北 印 刷 

	

市 の 人 口 
	

男 25,638人 
	

III 帯 数 14,680 

	

52 ,976人 
	

女 27 ,338人 
	

（昭和58年 2 月 1日現在）住民基本台帳から 

優良商工従業員64人を表彰 

第28回優良商工従業員の表彰式が2 月18日午後、産

経会館におよそ80人の従業員が出席して行われ、30年

以上勤続の高松誠造さん（陸奥印刷（株）） ら64人が表

彰されました。 

五所川原商工会議所等の主催で行ったもので、村上

会頭が 「地元商工業発展のために今後ともがんばって  

ほしい」 と式辞を述べ励ましました。 

30年以上の勤続者は次のとおりです。 

高松誠造、工藤せつ（以上陸奥印刷（株））、原田行雄、 

太田定男、小山内郁郎、大川清（以上津軽鉄道（株））、 

蒔田又三郎（（株）お菓子のハンザワ） 

（敬称略） 



昭和58年（1983年） 3月1日 広報ごしょがわら (538号） ② 

につし、て一 	 都市計画課 

は、児童公園予定地を 6 カ所設けてありますが、南部地区におい 

割など考えてみることにしましょう。 

1zii 惑 
公園は、次のような役割をになっています。 

ョン機能。 

そのものの魅力を大きくする景観機能。 

戸 

機能など。 

より異なるが、一つの基準として区画整理施行規則におい 

積の 3％以上を確保するようになっており、南部地区でも 

も身近に利用できる児童公園や近隣公園が適正に配置され 

ることを目的として休息、遊戯施設のほかに自由広場・コ 

広く住民に利用されているのが目立ちます。南部地区にお

計画しております。 

~ 

遊戯に危険がなく安全に施設の利

コ、スベリ台、砂場、ベンチ、植

画しております。 

0 児童公園 

〇 近隣公園 

I数字は面積約～ho 

l公園名称（仮称） 

＠公園計画にあたっては、規模、配置等都市計画区域全域の「緑のマスター 

プラン」 にのっとり計画しているところであるが、建設省公園緑地課との

協議によっては、変更することもあり得ます。 



と 闘 公 
ミ蕊 

区画整理事業により、施行中の駅裏団地において 

ても同じく当事業により公園計画を進めております。 

さて、それでは、公園と区画整理についてその役 

土地区画整理事業の紹介（No.10) 

ー今回は公園計画 

＜公園の役割＞ 
市民の生活に“潤い” と “安らぎ” を与えてくれる

①子供達の遊び場や憩いの場としてのレクリエーシ

②街の景観を向上させたり、街のシンボルとして街

③災害の時の避難場所としての防災機能。 

④植物による空気浄化、防音、防塵などの環境衛生 

く近隣公園とは＞ 
主として近隣に居住する老若一般の慰楽の用に供す 

ート‘芝生・樹林などを設置します。 

最近設置したものでは、広田団地の“中央公園”が

いてもこの公園を1カ所市営住宅に隣接したところに 

＜公園と区画整理＞ 
街に必要な公園面積は、街の規模、性格、地理的環境に

ては、計画人口1人当り 3げ以上、かっ施行地区の面

これに基いて算出し、地域の人々が日常生活の中で最

るよう計画したいと思います。 

＜児童公園とは＞ 
児童・幼児の利用に供することを目的とし、児童の

用ができるように設計し、原則として、広場、ブラン

栽などを設けます。南部地区では児童公園を 4 カ所計 

(538 -) 広報ごしょがわら 

ー
指
定
水
道

工
事
業
者
の
 

申

請

を

受
付
 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
 

有
資
格
者
の
皆
さ
ん
か

ら
さ
き

に
提
出
さ
れ
た
『
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
』
 

に
基
づ
い
て
選
挙
人
名
簿
を
調

整
し
、
縦
覧
に
供
し
て
い
ま
す
。
 

縦
覧
期
間
内
に
名
簿
を
確
認

し
て
下
さ
い
。
 

⑨
縦
覧
期
間
 

ニ
月
ニ
十
三

日
か
ら
三
月
九
日
ま
で

（
毎
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
）
 

O
縦
覧
場
所
 
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

（
本
庁
四
階
）
 

⑨
異
議
申
出
期
間
 
縦
覧

期
 
 

間
内
 

回
選
挙
権
を
有
す
る
方
 
市

内
に
住
所
を
有
し
、
昭
和
三
十

八
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
で
次
の
各
項
に
該
当
す
る

方
 

十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

を
耕
作
す
る
方
及
び
同
居
の
親

族
、
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
。
た

だ
し
、
耕
作
に
従
事
す
る
日
数

が
年
間
を
通
し
て
お
お
む
ね
六

十
日
以
上
の
方
 

十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

を
耕
作
す
る
農
業
生
産
法
人
の

組
合
員
、
ま
た
は
社
員
（
耕
作
 
 

に
従
事
す
る
日
数
が
、
年
間
を

通
じ
て
お
お
む
ね
六
十
日

に
満

た
な
い
方
は
除
く
。）
 

昭
和
五
＋
八
年
度
の
市
指
定

水
道
工
事
業
者
の
指
定
を

受
け

よ
う
と
す
る
方
は
、
次
の
書
類

に
手
数
料
三
千
円
を
添
え
て
申

請
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
受
付

期
間
は
三
月
一
日
か

ら
三
月
十

日
ま
で
で
す
。
 

①
市
指
定
水
道
工
事
業
者
申
 

選
挙
に

つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
（
費
⑩
ニ
一
一
一

番
内
線
三
二
七
、
三
二
九
番
）
 

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

請
書
、
②
建
設

業
法
第
三
条

の

規
定
に
よ
る
許
可
証
明
書
、
③

建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
二
、
 

第

一
項
の
規
定
に

よ
る
経
営
事

項
審
査
申
請
書
の
写
し
、
④
工

事
経
歴
書
及
び
実
績
証
明
書

⑤
申
請
者

（
法
人
の
場
合
は

そ
の
代
表
者
）
の
履
歴
書
及
び
 
 

身
分
証
明
書
、
⑥
法
人
は
、
そ

の
定
款
及
び
登
記
簿
謄
本
、
⑦

国
税
及
び
地
方
税
を
完
納
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
、
⑧
配
 
 

管
工
事
に
必
要
な
機
械
器
具
保

有
調
書
、
⑨
責
任
技
術
者
及
び

配
管
技
工
承
認
申
請
書
 

市
の
執
務
時
間
が
変
更
 

三
月
一
日
か
ら
市
役
所

（
病
院
を除
く
）
の
執
務
時
間
 

が
、
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

口
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時

四
十
五
分

ま
で
 

（
昼
の
休
憩
時
間
は
、
正
午
か
ら
午
後
零
時
四
十
五
 

分
ま
で
）
 

ロ
土
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
零
時
十
五
分
ま
で
。
 

③ 昭和58年（1983年） 3 月1日 



(538号） ④ 広報こしょがわら 

「
お
願
い
し
ま
す
。
」
 

息
を
き
ら
し
な
が
ら
、
ボ

ー
 

ル
を
追
っ
た
日
の
事
が
ま
だ

私
の
脳
裏
に
、
は
っ
き
り
と

焼
き
つ
い

て
い
ま
す
。
 

全
員
が

一
体
と
な
り
ボ

ー
 

ル
を
見
つ
め
、
声
を
か
け
あ

い
、
汗
ま
み
れ
に
な
り
、
足

が
重
く
な
る
ほ
ど
走
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
先
生
は
、
 

「
な
、
そ
い
で
も
キ
ャ
プ
テ

ン
だ
な
。
な
、
み
た
け
だ
の

だ
っ
き
ゃ
、
豆
腐
の
角
さ
、
 

頭
ぶ
っ

つ
け
で
死
な
な
が
。
」
 

一
篇
の
主
張
発
表
大
会
青
少
年
育
成
青森
県
民
会
議
会
長
賞

『
」・

 

と
言
わ
れ
る
と
頭
に
き
て
、
 

「
こ
い
で
も
、
わ
だ
っ
き
ゃ
、
 

一
生
懸
命
や
っ
て
ら
だ
。
そ

日
 
一
 
っ

た
に
も
し
ゃ
べ
る
ん
だ
ば
、
 

1
 

《
自
分
で
や
っ
て
み
な
が
。
口

朔
 

一
 で
し
ゃ
べ
る
ほ
ど
簡
単
で
ね
 

だ
。
」
 

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
ち

ょ
っ
と
失
敗
す
る
と
「
も
う
明

日
か
ら
練
習
だ
の
や
ね
、
わ
、
 

な
ん
ど
の
プ
レ
ー
ば
見
ん
で
れ

ば
、
か
つ
く
つ
し
て
、
胃
も
な

も
い
ぐ
ね
ぐ
な
っ
て
ま
る
じ
ゃ
。
」
 

と
、
言
わ
れ
た
事
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
は
、
み
ん
な
で

先
生
の
悪
口
を
言
っ
た
り
、
自

分
達
の
気
力
や
技
術
的
な
面
に

つ
い
て
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

自
分
が
情
け
な
い
様
な
、
く
や

し
い
様
な
気
持
ち
に
な
り
、
泣

き
だ
し
た
り
し
た
事
も
あ
り
ま

し
た
。
 

私
自
身
も
、
家
に
帰
っ
て
、
 

す
ぐ
ご
飯
も
食
べ
ず
に
、
自
分

の
部
屋
へ
行
き
、
部
員
の
事
や

先
生
の
事
自
分
が
キ
ャ
プ
テ
ン

と
し
て
、
ど
ん
な
ふ
う
に
す
れ

ば

い
い
の
か
、
い
ろ
い
ろ
考
え

ま
し
た
。
け
れ
ど
、
考
え
れ
ば

考
え
る
ほ
ど
、
頭
が
こ
ん
が
ら

が
り
、
涙
が

一
人
で
に
出
て
き

て
、
枕
が
び
し
ょ
び
し
よ
に
な
 
 

る
く
ら
い
泣
い
た
時
も
あ

り
ま

し
た
。
 

そ
の
ほ
か
に
も
、
練
習
が
き

び
し
く
て
、
体
も
心
も
参
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
時
に
は
、
 

「あ
っ
た
部
ば
続
げ
だ
っ
て
、
 

全
然
自
分
の
た
め
に
な
っ
て
ら
 

ん
た
気
も
し
ね
し
、
た
ん
だ
苦

し
い
ば
い
だ
じ
、
ど
う
せ
だ
ば
、
 

や
め
で
ま
い
て
。
」
 

と
思
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
 

そ
れ
で
も
、
み
ん
な
が
頑
張
っ

て
い
る
の
に
自
分
だ
け
、
逃
げ

だ
す
事
は
絶
対
に
出
来
な
い
し
、
 

そ
ん
な
事
を
し
た
ら
、
他
の
人

に
負
け
る
の
と
同
じ
事
だ
と
思

い
、
部
員
全
員
が
や
め
る
ま
で

は
、
絶
対
に
や
め
な
い
、
と
堅

く
決
心
し
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
 

朝
練
習
に
し
て
も
、
冬
は
、
 

理
、
子
供
の
環
境
等
消
費
生
活

上
の
問
題
の
解
決
を
と
お
し
て
、
 

地
域
や
家
庭
を
よ
り
よ
く
す
る

運
動
で
す
。
 

o
現
会
員
数
 
三
十
名
（
代

表
者
前
田
つ
な
）
 
 

ま
だ
外
が
暗
い
う
ち
に
起
き
て
、
 

学
校
へ
行
き
、
手
袋
を
重
ね
て

履
い
て
サ
ー
ブ
を
打

つ
練
習
を

し
ま
し
た
。
朝
に
み
ん
な
が
ゆ

っ
く
り
歩
い
て
く
る
の
を
見
て
 

「
い
い
な
あ
。
」
 

と
羨
ま
し
く
思
っ
た
事
さ
え
あ

り
ま
し
た
。
 

部
活
の
中
で
す
ぐ
頭
に
浮
ん

で
く
る
の
は
、
真
夏
の
暑
い
日

に
、
う
さ
ぎ
跳
び
を
バ
レ
ー
コ
 

ー
ト
、
十

一
周
や
っ
た
時
の
事
 

で
す
。
次
の
日
は
脚
が
痛
く
て
、
 

階
段
の
登
り
下
り
は
も
ち
ろ
ん
、
 

立
っ
た
り
座
っ
た
り
す
る
の
さ

え
苦
痛
で
し
た
。
こ
の
時
は
頭

に
き
て
先
生
を

一
生
恨
ん
で
や

る
、
と
思
い
ま
し
た
。
 

こ
の
様
に
し
て
、
私
達
は
毎

日
練
習
を
し
、
大
会
に
出
場
す

る
の
で
す
が
、

い
つ
も
賞
状
は
、
 

二
位
や
三
位
の
も
の
ば
か

り
で
 

〇
毎
月
一
回
程
度
の
学
習
会

口
募
集
期
間
 
三
月
中
 

口
申
込
先
 
市
中
央
公
民
館
 

（
費
的
）六
〇
五
六
番
）
へ
 
 

し
た
。
 

あ
る
日
、
先
生
が
、
そ
の
賞

状
を
持
っ
て
き
て
、「
わ
ん
ど
、
 

二
位
だ
の
三
位
だ
の
の
賞
状
貰

い
に
、
い
じ
い
じ
金
か
げ

で
行

っ
て
ら
で
ね
ね
。
」
 

と
言
っ
て
、
賞
状
を
や
ぶ
か
れ

た
時
、
私
も
「
そ
っ
た
物
、
破

い
で
も
捨
て
で
も
、
ど
ん
で
も

い
じ
や
。
」
 

と
思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
私

達
に
は
、
優
勝
と
い
う
目
標
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
か
ら

私
達
は
今
ま
で
以
上
に
燃
え
、
 

ボ
ー
ル
に
食

い
つ
い
て
行
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
大
会

で
は
、
優
勝
す
る
事
が
出
来
た

の
で
す
。
こ
の
時
は
、
う
れ
し

く
て
、
う
れ
し
く
て
、

ニ
コ
ニ

コ
し
て
ば
か
り
い
ま
し
た
。
優

勝
し
た
瞬
間
、
 

「
や
め
た
い
、
と
思
っ
た
時
も

あ
っ
た
け
れ
ど
、
頑
張
っ
て
き

て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
。
」
 

と
思
い
ま
し
た
。
で
も
あ
の
頃

は
、
部
活
を
や
る
の
が
い
や
で
、
 

「
先
生
が
交
通
事
故
に
で
も
あ

っ
て
、
入
院
す
れ
ば

い
い
。」
 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
デ
パ
ー
ト
丸

友
で
は
ニ
月
十
四
日
、
市
教
育

振
興
会

へ
三
万
七
千
四
百
八
十

円
を
寄
附

い
た
し
ま
し
た
。
 
 

と
思
っ
た
く
ら
い
で
し
た
。
 

そ
れ
に
、
 

「部
の
苦
し
み
に
比

べ
た
ら
、
 

勉
強
な
ん
か
、

ア
ホ
く
さ
い
。
 

と
も
、
思
っ
て
い
ま
し
た
。
 

私
は
、
青
春
の
ー

ペ
ー
ジ

に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し

て
苦
し
さ
や
辛
さ
に
耐
え
る

事
を
学
び
ま
し
た
。
 

今
で
は
先
生
に
対
す
る
憎

し
み
も
き
え
、
ほ
ん
と
う
に

感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。
 

そ
し
て
私
は
、
部
活
を
終
え

て
初
め
て
、
 

「
バ
レ
ー
を
続
け
て
き
て
よ

か
っ
た
。
」
 

と
し
み
じ
み
思
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
先
に
お
こ
な
わ
れ
た

秘
境
ァ
マ
ゾ
ン
展
の
収
益
金
を

贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

一
  一

 
「生
活
学
校
」
の
新
会
員
を
募
集
 

稲
 

五
所
川
原
生
活
学
校
の
会
員
 
が

中
心
と
な
っ
て
生
活
学
校
と

昭
 

を
募
集
し
ま
す
o
 

い
う
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
物

生
活
学
校
運
動
と
は
、
主
婦
 
価
、

食
品
の
安
全
性
、
ゴ
ミ
処
 

苦
難
を
の
り
越
え
て
 

飯
詰
中
学
校
「
犀
 

奥
 
野
 

早
百

合
 

三
万
七
千
余
円
を
寄
附
 
丸

友
デ
パ

ー
ト
 

《
 

《
 



昭
和

5
8年
度
 
生
 

徒
 
募
 

集
 

通
信

教
育
で

教
養
を

・
 

ロ
出
願
期
間
 
三

月
三
日
（
木
）
、
四
月
七
日

（
木
）
 

ロ
お
間
合
わ
せ

青
森
県
立
弘
前
高
等
学
校
通
信
制
（
弘

前
市
新
寺
町

一
番
地
、
云
〇
一
七
ニ
⑩
九
四
二
四
番
）
 

市
税
務
課
で
は
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
次
の
日
程
で
縦
覧

に
供
し
ま
す
。
関
係
者
は
各
自

の
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧

し
、
登
録
さ
れ
た
事
項
を
確
認

し
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
固
定
資
産
の
評
価

額
な
ど
五
十
八
年
度
の
固
定
資

産
税
と
都
市
計
画
税
の
算
定
の

基
礎
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、
 

と
く
に
昨
年
中
に
家
屋
を
新
増

築
し
た
り
、
土
地
を
取
得
さ
れ

た
方
は
必
ら
ず
縦
覧
し
ま
し
ょ
 

“患
者
さ
ん
の
作
品
を

展
示
ク
 

西

北
中
央

病
院

精

神
科
 

・

フ
。
 

な
お
、
登
録
さ
れ
た
事
項
に
 

不
服
が
あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期
 

課
税
台
帳
を
縦
覧
し
よ
う
ク
 

固
定
資
産
登
録
の
確
認
を
 

間
の
初
日
か
ら
末
日
後
十
日
ま
 

で
の
間
に
、
固
定
資
産
評
価
審
 

査
委
員
会
に
審
査
の
申
し
立
て
 

ロ
と
き
 
三
月
五
日

（土
）
 
陶

芸
、
卵
模
細
工
、
手
芸

（
レ
 

ー
六
日

（
日
）
 
ー
ス

編
・
編
物
‘
ペ
ー
パ

ー
フ

午
前
十
時
ー
午
後
五
時
ま
で
 
ラ
ワ

ー
他
）
、書
道
、
華
道
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
内
本
町
「
中
 
生
活

療
法
と
し
て
行
な
っ
た

三
」
 
デパ

ー
ト
催
事
場
（
五
階
）
 
患

者
さ
ん
の
作
品
で
す
が
、
ご

ロ
内
容
 
松
越
細
工
、
凧
絵
、
 
来
場
の
う
え
、
ご
観
覧
下
さ
い
。
 

コ
」
父通
事
故
巡
回
J
 

談
 

所
L
 

三
月
は
次
の
日
程
で
開
設
さ

れ
ま
す
。
ご
利
用
下
さ

い
。
 

ロ
と
き
 
三
月
九
日

（
水）
、
 

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ロ
縦
覧
期
間
 
三
月
一
日

ー
 

三
月
二
十
二

日
ま
で
 

ロ
縦
覧
場
所
 
市
税
務
課
 

（
市庁
舎
三
階
）
 

※
平
日
は
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で

土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
零
時
十
五
分
ま
で
 

市
税

務
課
 

一
一十
三
日

（
水
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
 

で
 ロ

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

別
館
 

県
交
通
事
故
相
談
所
 

市

・
市
民
相
談
室
 

1
教
育
振
興
会
へ

J
 

F
五
万

円
寄
付

L
 

市
内
幾
島
町
の
岩
谷
喜

一
さ

ん
は
二
月
五
日
、
市
教
育
振
興

会
の
基
金
に
役
立
て
て
下
さ

い

と
五
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

岩
谷
さ
ん
が
教
育
振
興
会

へ

寄
付
を
し
た
の
は
三
回
目
で
す
。
 

/
 、

 

,
 

、
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(538月） 

国民健康保険被保険者証 
	更新のお知らせ 

更新のお願い 

被保険者証は、原則として 2年ごとに更新、1年ごとに検

認を受けなければ、その被保険者証は無効になります。 

従って、皆さんが現在持っておられる被保険者証（昭和57 

年 4 月検認）は、昭和58年 3 月31日で有効期限がきれます。 

更新された新しい被保険者証（藤色）を病院へお出しになら

ないと医療費の全額を支払うことになりますから、必ず期間

中に更新するようお願いします。 

更新の時用意してくるもの 

(1）現在使用している被保険者証（銀ねずみ色） 

※ 更新時はごめんどうでも、昭和58年度の市、県民税の

申告済みの証を提示して下さい。また申告していない方

はあわせて市、県民税の申告をしていただくよう、皆さ

んのご協力をお願いします。（印鑑持参） 

地区別更新会場及び日程 

地 区 月 	l] 曜
  

更新 会 場 時 	間 対 象 区 域 

ヒ 和 3 一 10 木 ヒ和 支 所 9 	: 00一112 】 00 七 和 地 区 

長 橋 3・10 木 長橋 支 所 13 : 00-46 : 00 長 橋 地 区 

梅 沢 3・11 金 梅 沢 支 所 9 	: 00-12 : 00 梅 沢 地 区 

飯 詰 3・11 金 飯詰 支 所 13 : 00・-i6 : 00 飯 詰 地 区 

毘沙門 3・14 月 毘沙門支所 9: 00-12: 00 毘沙門地区 

三 好 3・14 月 三好 支 所 13 : 00-46 : 00 三 好 地 区 

中 川 3・15 火
  

市民文化会館 
2 階集会室 

9 : 00-45: 00 中 川 地 区 

本 庁 

3・16 水
  

市民文化会館 
2 階集会室 

9 	: 00-15: 00 

川端町・旭町・
蓮沼（不魚住）・
長橋橋元・栄町 

（八重菊）・岩木
町ー幾世森・下
平井町・松島町 

3・17 木
  

市民文化会館 
2 階集会室 9 : 00-15: 00 

湊団地・元町・
田町・東町・新
町・鎌谷町（下
り枝） ・一ッ谷
鳥森‘新宮町 

3・18 金
  

市民文化会館 
2 階集会室 9 : 00-45: 00 

錦町・寺町・中 
平井町・小曲・ 
布屋町‘敷島町 
・若葉・雛田・
柳町 

31 19 土
  

市民文化会館 
2 階集会室 

9 : 00-42 : 00 
大町・本町・弥 
生町・幾島町・ 
柏原町・末広町 
・上平井町 

栄 3・22 火
  

市民文化会館 
2 階集会室 

9 	: 00-15 : 00 栄地区（みどり
町含む） 

松 島 3・23 水
  

市民文化会館 
2 階集会室 

9: 00-15 : 00 松島地区（松島
町除く） 

全 域 3・24 木
  

市民文化会館 
2 階集会室 

9: 00-15 : 00 期日に更新でき
なかった方 

全 域 3・25 金
  

市民文化会館 
2 階集会室 

9 : 00-15 : 00 期日に更新でき
なかった方 



六
〇
歳
前
に
会
社
や
役
所

な

ど
を
退
職
し
た
人
は
、

そ
の
翌

日
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

も
し
、
奥
さ
ん
が

ま
だ
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
、
 

ご

一
緒
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
 

移
動
採
血
車
「
青

い
鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 
三
月
七

日

（月
）
 
午
前
十
時
か

ら
正
 

の
生
活
経
験
に
照
ら
し
た
卒
直

な
ご
意
見
及
び
情
報
の
提
供
。
 

ロ
任
期
 

四
月
か
ら
来
年
三

月
末
ま
で
。
 

ロ
報
酬
 
謝
礼
金
と
し
て
年
 

ロ
応
募
資
格
 
青
森
市
か
ら

交
通
所
要
時
間
一
時
間
半
程
度

の
地
域
に
居
住
す
る
二
十
歳
以

上
の
婦
人
。
 

ロ
モ
ニ
タ

ー
の
業
務
 
日
常
 

そ
れ
に
は
、
ご
主
人
が
印
鑑
 

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
 

街
頭
献
血

の
ご
案
内
 

(
 

勤
め
を
や
め
た
ら
国
民
年
金
へ
 
一
 

額
一
万
二
千
円
の
予

定
。
 

ロ
お
申
込
み
先
 

仙
台
市
本
町
三
の
二
の
二
三
 

仙
台
第
二
合
同
庁
舎
、

公
正
取
 

引
委
員
会
事
務
局
仙
台
地
方
事
 

午
ま
で
対
馬
内
科
小
児
科
医
院

前
（
平
和
町
入
口

）
 

当
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら

四
時
ま
で
西
北
中
央
病
院
前

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

三
月
十

七
日
（
木
）
午
前
十
時
か
ら
正

午
ま
で
市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場
 

務
局
総
務
課
（
。
仙
台
〇
二
一
一

二
⑩
七
〇
九
五
、
七
〇
九
六
）
 

な
お
、
申
込
用
紙
は
県
庁
消

費
流
通
課
及
び
市
商
工
観
光
課

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
 

と
年
金
手
帳
（

ま
た
は
、
年
金

の
被
保
険
者
証
）
を
持
っ
て
、
 

市
社
会
課

・
国
民
年
金
係
へ
出

向
け
ば
簡
単
に
手
続
き
が
で
き

ま
す
。
 

こ
う
す
る
と
、
今
ま
で
加
入

し
て
い
た
年
金
と
国
民
年
金
の

加
入
期
間
と
が
つ
な
が
り
、
よ

り
多
い
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
 

,
,
,，●
，●

●
●●
●
‘
●
●
●

《
‘
 

当
日
牛
後
一
時
三
十
分
か
ら

四
時
ま
で
丸
友
デ
パ
ー
ト
裏
側

駐
車
場
 

ま
す
。
 

も
し
、
こ
の
手
続
き
を
怠
る

と
、
年
金
を
受
け
る
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
な
い
人
の
場
合

は
、
給
料
か
ら
天
引
き
で
徴
収

さ
れ
た
保
険
料
が
掛
け
捨
て
に

な
っ
て
一
生
後
悔
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

自
分
自
身
の
老
後
の
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
国
民
年
金
に
加
入
し

ま
し
ょ

・フ
。
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紙
の
早
期
配
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に
ご

協
力
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さ
い
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い
め
 
活
 
年
 
女
 
図
 

箱
 
砂
 
記
 
本
 

と
 
き
 

記
 

々
 
詩
 
よ
 
道
 
牙
 
よ
 
女
 
枕
 

会
花
 
単
 

驚
 
振
 
羽
 
晩
 
黄
 

空
 
優
 
不
 

男
 
産
 
夕
 

宋
 
息
 
サ
 
透
 
ボ
 

べ
 
珊
 

神津カンナ 

戸沼 幸市 阿部 	昭 

鈴木 健二 日下 圭介 

吉野 俊彦 源氏 鶏太 

豊田 	根 小関 智弘 

細川 隆元 高橋携一郎 

望月 喜市 中津 文彦 

太田 愛人

特 許 庁 

船山 春子

尾辻 古彦 

佐山 八郎

深谷 安男 

中里 恒子

向田 邦子 

吉田 	靖 森崎 和江 

三輪 茂雄 大田 洋子 

北井 ―夫 松川 健二 

県教育庁 紀野 一義 

斎藤 仁子 青木 雨彦 

梅原 	猛 生島 治郎 

山本 	悟 曽野 綾子 

中山 千夏 高柳 芳夫 

大谷 吉彦 陳 舜 臣 

忘れていませんか 	1 

	国民年金の保険料」 

国民年金の保険料をまだ納めていない人は、おりませ

んか。 

納め忘れがないか、もう一度お調べ下さい。 

57年度第 4 期分の納期限は 2 月28日でしたが、なんと

か 3 月中に納めて下さい。 

国民年金に加入していても保険料を納めていませんと、 

老齢年金はもとより、万一けがをしたり、ご主人に亡く

なられたときに、障害年金や母子年金など受けられませ

ん 

過去に保険料の未納期間や免除された期間がある人は、 

年金権を守るとともにより多くの年金を受けるため、早

目に納めましょう。 

未納期間については、納付期限から 2 年、免除期間に

ついては10年を経過すると納められなくなります。 

たばニ消費4加 

暮うレの中に生かさ卓乙います 

●たばこは地元で買いましょう。 

ご利用下さい。 市立図書館 
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